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えんがわ 
私は半年前より、17 年ぶりにことぶき福祉会で勤めさせて頂く事になり、

当時から変わらない「利用者の自由な生活」「家族の自由」「ノーマライゼー

ションの考え方」等、「自由の大切さ」の幸せを実感しています。17 年前を

思い返すと、ある日、認知症デイサービスで通って来られた O さん（男性・

80 歳）は送迎車の軽のハコバンの運転席がとても好きで、職員がいくら穏や

かに丁寧に降りていただく様に声を掛けても不機嫌になられ、降りられる事

が難しく、悩んでいました。そんな時に理事長が「好きな車の中でしばらく

過ごされてもいいんじゃない？」と言われ、その時ハッとしました。そのま

ま O さんはお昼ご飯も車の中で職員と食べ、その日はとてもご機嫌で過ごさ

れたことを覚えています。車に乗って、着いたら降りるのが当たり前の様に

思っていましたが、この日私の中で覆り、「その人にとってのその日の気持ち

の選択」が、如何に自然な笑顔となられるのかを知りました。 
 そして、やはり人生経験豊富なお年寄りの皆さんからの「教え」を忘れる

事は出来ません。当時グループホームに入居しておられたＴさん（女性・94
歳）は若くて、物事を良く知らない私に、「あのな、馬には乗ってみ、人には

添うてみ。そうすると何事も解かり合えて、上手くいく様になるで。人は自

分中心じゃいかんのだ。おらが死んでも、こんな事言ったおばばがおった事

は覚えとくだよ。役に立つ時がくるけんね。」と話して下さいました。Ｔさん、

私、覚えています。この言葉の大切さが少しずつ理解できる年代になってき

ました。 

 時代は移り変わり、今年は平成最後の年を迎えましたが、私達は変わらず、

福祉労働者としての社会的使命を常に自覚し、ヒューマニズムと専門性に基

づいて、謙虚に又社会的常識人として誠実に働いていきたいと思います。 

 
渡邊 久美子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 笑庵ことぶきに勤めだしてもうすぐで 1 年になります。働き始めの

頃はお年寄りさんの名前もなかなか覚えられず、お年寄りさんとどう

関わっていけば良いのか迷ってしまい、自分自身笑顔や口数が減って

いた気がします。しかし、毎日を過ごしていく中で少しずつお年寄り

さんの顔を見て話ができるようになってきたと思います。それに合わ

せて、お年寄りさんからも自分の顔や名前を憶えてもらい、「今日はお

らんかね」と気にかける方もおられ、自分自身も自然と笑顔で毎日を

過ごせるようになりました。あるお年寄りさんからは「あんたに頼み

たいことがある。待っていたよ。」と言われ、お年寄りさんから信頼し

てもらっていると感じた時にはこの仕事をしていてよかったと思いま

す。 
 ことぶき福祉会のケア方針の中に『なじみの人間関係の中で不安感

をなくす』とあります。これは職員にも当てはまるのではないかとお

年寄りさんから教わりました。これからも、常に笑顔を絶やさないこ

とを心掛け、信頼される職員となれるようにしていきたいと思います。 

 
土江 蒼 

 今年は暖冬と言われているように雪は少ない

ですが、寒い日や風の強い日も多くなかなか外へ

出にくい天気が続いています。園内では干し大根

を作ったり冬ならではの過ごし方もされていま

す。お年寄りさんの希望で外食されることもあり

ます。 
先日は、天気も良く日御碕の方へ出かけられま

した。穏やかな天気で海も綺麗に見え久しぶりの

外出で喜ばれていました。 
 暦の上では春になり梅の花も咲き始めました

がまだまだ寒い日も続きます。外出もしながら季

節を感じることができるように過ごしてもらえ

たらと思っています。 

 

 


